
広報紙に掲載された写真を差
し上げています。本人が写って
いる場合に限ります。

問い合わせ　政策課　内線287

町HPでは
最新トピックス
を公開中！

晴天に恵まれたこの日、北部グラウンドで森岡コミュニ
ティ推進協議会主催の「森岡凧あげ大会」が開催。今年
も多くの方が参加し熱戦が繰り広げられました。大凧の
部では、風が弱く、凧が高く揚がりにくい状況でしたが、
チームの垣根を越え、合図に合わせてみんなで凧を揚
げました。凧のデザイン賞は、森岡小学校６年生が、初
参加ながらも受賞！校歌にも登場する御嶽山と、今年の
干支である馬を大胆に配置しました。地域の絆と個性
あふれる作品が集った凧あげ大会でした。

みんなで揚げよう！
森岡凧あげ大会！２月15日㊐

全30回にわたる長期講座「戦国時代の甲冑作り」で、
参加者７名が甲冑を完成させました。孫に着てもら
いたいと参加した方は、「想像以上に立派なものがで
きてうれしい。数百本もの紐を通す工程が特に大変
だった」と達成感を話しました。中には、町のＰＲにと
町マスコットキャラクター「おだいちゃん」のマーク
がついた甲冑も。参加当初はベビーカーに乗ってい
た子どもも、講座修了時には歩けるように！最後は
完成した甲冑と一緒に記念撮影しました。

手づくりよろい完成！２月19日㊍

東浦中学校３年生の生徒が「愛校作業」を行いました。
窓ふきや側溝の泥掃除、体育倉庫の備品整理、傘立て
のペンキ塗りなど、卒業前に校舎をすみずみまで綺麗
にします。側溝から飛び出る虫に驚いたり、タブレッ
トで「鏡を綺麗にする方法」を調べたりしながら作業
に取り組む生徒たち。これまでの学校生活について
尋ねると、修学旅行や体育祭などのイベントはもちろ
ん、先生や友人と過ごしたそれぞれの思い出が。３年
間の感謝を込めて、一生懸命学校を綺麗にしました。

３年間の感謝を込めて
「愛校作業」２月26日㊍
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編集
後記

県の広報コンクールで６年連続の特選を受賞しました！広報紙の主担当になったちょうど１年前、５年連続特選という
歴史は私には荷が重い…と正直不安でした（笑）。しかし、取材に快くご協力いただける皆様のおかげで、安心して広報
紙を作ることができました。これからも町の魅力を全力で発信してまいりますので、よろしくお願いいたします！（Ａ）

1才になった のあちゃんへ
ママにとってとても濃い1年間になったよ。これからも一緒に成長
していこうね。だいすき

青
あ お や ぎ

柳　望
の あ

愛ちゃん（１歳）

毎日色々な表情を見せてくれる
紗奈ちゃん。
お父さんとお母さんのところに生ま
れてきてくれてありがとう(^ ^)いつ
でも紗奈ちゃんの味方だよ！大好き！

加
か と う

藤　紗
さ な

奈ちゃん（０歳）

2次元コード
から簡単応募！

町ホームページ
「広報ひがしうらスー
パーキッズ募集」から
応募できます。

町内の小学生が書いた「夢」と、於大行列や特産品の
ぶどうなど、町の観光資源が描かれたペイントト
ラックのお披露目式を開催しました。このトラック
は、子どもたちの夢や希望を応援する「ドリームプロ
ジェクト」に参画している東山物流㈱の協力のもと、
実現した事業。お披露目式には自分が書いた夢が描
かれたトラックを嬉しそうに見に来た児童もいまし
た。子どもたちの夢と町の魅力を乗せて、ペイント
トラックは走ります！

子どもたちの夢を乗せた
トラック完成！３月８日㊐

役場本庁舎１階ロビーで防災フェアを開催しました。
テーマは「いつかより 今がその時 地震の備え」。住民
の一人ひとりが「自分事」として防災を考えるきっか
けづくりとなるよう町と東浦防災ネットが共催しま
した。今年度は災害写真やパネルの展示、非常用持出
品の見本展示のほか、町が購入した水循環型手洗い
スタンドや水循環型シャワーの展示も行われました。
展示を通じて、防災への「備え」の重要性を住民の皆さ
んと共有し、来る災害に備えていきます。

「自分事」として
防災を考えるきっかけに３月２日㊊
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